
会  議  録 

会 議 の 名 称 令和５年度 第２回登米市立地適正化計画推進協議会 
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午後２時開会 午後２時 50分閉会 
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けんｓｊふう 01会議室 議長（委員長等）の氏名 公立大学法人 宮城大学 教授：徳永 幸之 

出席者（委員等）の氏名 

公立大学法人 宮城大学 教授：徳永 幸之【会長】 
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社会福祉法人 登米社会福祉協議会 総務課長：佐藤 克章 

宮城県土木部都市計画課 課長：中嶋 吉則【代理出席】 

亀掛川 祐里 

以上８名 

欠席者(委員等)の氏名 

みやぎ登米農業協同組合 代表理事専務：佐々木 修 

村田 真夕子 

以上２名 

事 務 局 職 員 職 氏 名 

建設部     部長 伊藤 勝 

        次長 高橋 浩昭 

住宅都市整備課 課長 三浦 訓徳 

都市政策専門監 佐々木 昭彦 

課長補佐 浅井 顕裕 

都市整備係長 佐久田 博之 

  主事 青木 優斗 

総務部     政策推進局長 小野寺 憲司 

議 題 （１）立地適正化計画の策定について 

会 議 結 果 会議経過のとおり 

会 議 経 過 別添のとおり 
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会 議 資 料 

≪事前配布資料≫ 

・会議次第 

【資料１】登米市立地適正化計画（案）に係る住民説明会について（概要）  

【資料２】登米市立地適正化計画（案）に係る意見公募について（概要）  

【資料３】「登米市立地適正化計画（案）」に対する意見および意見に対する考え方  

【資料４】登米市立地適正化計画（冊子） 

【資料５】登米市立地適正化計画（案）【概要版】 

【資料６】立地適正化計画公表までの検討項目・検討時期について 

発言者 発  言 

 

 

 

 

 

副市長 

 

 

議長（会長） 

 

事務局 

 

 

 

 

議長（会長） 

 

 

事務局 

 

議長（会長） 

 

 

 

委 員 

 

【 開 会 】 

 

 推進協議会の冒頭、配布資料及び出席委員等の人数が定足数に達してい

ることを確認する。 

   

 【副市長の挨拶】 

 ※挨拶後、副市長については別件公務のため退席 

 

【会長の挨拶】 

 

それでは、議事に入らせていただきます。 

「推進協議会規則」第６条第１項に基づき、会長が議長となる旨、定め

られておりますので、徳永会長が議長となり議事を進めていただきます。 

徳永会長、よろしくお願いいたします。 

 

「（１）登米市立地適正化計画の策定について」を議題といたします。 

事務局より説明をお願いします。 

 

（事務局説明） ※資料１、資料２、資料３、資料４、資料５、資料６ 

 

説明が終わりました。 

委員の皆様から事務局に確認しておきたいことがあれば、お受けしま

すので、挙手の上、ご発言願います。 

 

意見公募の中で説明がまだ足りないのではないのかという意見があり

ました。資料６で令和２年９月に地域懇談会が行われたという記載があ
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りますが、人数が書かれていません。たしか、その時も少なかったよう

な記憶がございます。やはり、登米市としては住民に対する説明が足り

ないのではないかと思いました。 

それから、誘導区域という言葉は何回も説明を聞かせていただければ

理解できますが、初めて聞いた人は驚くと思います。誘導という表現の

他にも言葉があったと思いますが、登米市の人口の大半は誘導区域外に

住んでいるため、けっして切り捨てではないということをもっと丁寧に

お伝えするべきだと思います。 

また、区域内の誘導施設に関しまして、資料２の意見公募にございま

したが、誘導施設はどうなるのでしょうか。今後、やっていきますとい

う回答をされていますが、これで本当に丁寧な議論をされるのか不安が

あります。この政策の中で、どういう役割をしているのか、もっと分か

りやすく説明していただきたいと思いました。 

 

地域懇談会を開催した時期については、コロナ禍ということもあり、

なかなか人が集まりにくい中で行いました。おっしゃる通り、もう少し

丁寧に説明する機会があれば良かったと思いますが、事務局はいかがで

しょうか。 

 

まず、説明会について、広く周知をさせていただき、各町域から出席

いただいたものの、出席者が少ないという状況でした。また、説明会後

になりますが、10月に出張市役所を商工会の方で行い、12月にも予定し

ているところです。計画書の説明だけでは分かりにくい部分も多いので、

勉強会ということで、そこで意見交換等を行っております。今後、出張

市役所等を含め、ご理解いただけるように取り組んでいきたいと思いま

す。 

次に、誘導区域という言葉につきまして、言葉が強制的に聞こえる表

現になっています。制度上、国で示している立地適正化計画の手引きの

内容も誘導という言葉を用いておりました。また、本市では独自の地域

拠点を設定しており、強制ではないため、市全域でまちづくりを進めて

いくということを丁寧に説明していきたいと思います。 

誘導施設の考え方となりますが、同時期に立地適正化計画の意見公募

以外にも、図書館構想の改定について意見公募を実施しており、10 月に

改定を行っております。こちらにつきましては考え方を示しているもの

となりますので、いつ頃、どの位置に建てるのかといったことは各個別

の計画の中で行っているものです。意見公募で広く情報開示してほしい
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というご意見もありましたので、こちらにつきましては担当部局へ繋い

で、広い周知と説明会を行えるように情報共有させていただきたいと思

います。 

 

いま説明があったように、誘導施設は強制力がないものですので、そ

ういう意味で区域を設定したから終わりということではありません。広

く市民の皆様にもご理解いただき、納得いただいた中で今後のまちづく

りをどうするのかというところに繋げていかないといけません。今後も

丁寧に説明し、意見聴取する機会をそれぞれの計画の中で行うことにな

ると思うので引き続きよろしくお願いいたします。 

そのほかに質問はありませんか。 

 

公共交通ネットワークについて、各町域を公共交通で結び、中心部に

都市機能誘導施設やそのほか利便施設等があるので、周辺の人が公共交

通を利用して中心部に来ることができるということですが、本当に登米

市はそれが可能なのでしょうか。 

 

公共交通ネットワークにつきましては、これから人口減少が進む自治

体において、非常に大きな課題であり、それに対する取り組みが望まれ

ているものと捉えております。登米市の場合、各地域から中心部へ、市

民バスが運行しております。各地域においては、住民バスも運行した中

で、各町域を住民バスで繋いで拠点に集まっていただくものとなります。

さらにはデマンド型の乗り合いタクシーを市内４地区で運行しておりま

して、各地域拾い残さない取り組みという中で、地域のご協力もいただ

きながら進めているところであります。ただ、ご存じの通り 100 円バス

ということで運賃も非常に安価なところで利用いただいておりますが、

運航経費は大分費用がかかっている状況でして、どう経営し継続してい

くかという課題について、検討しなければいけないと捉えております。 

 

 各町域も残しながら、地域づくりをしつつ持続していく、という計画

になりますが、各地域の担当や拠点の在り方については今後、検討して

いくのでしょうか。これからであるというのは重々承知の上ですが伺い

ます。 

 

資料３の 20ページに中心拠点と地域拠点の考え方と合わせて、地域コ

ミュニティについて、登米市は 21のコミュニティがあり、地域ごとにこ
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れからの地域をどうやって継続していくか、守っていくかという地域づ

くり計画を策定した中で取り組みをしていただいているところでござい

ます。初めの質問でもいただいた地域拠点の整備の可能性等も含めた中

で、今後、各町域の地域拠点についてどのような施設の維持の方向性が

望ましいのか検討していくものと捉えております。こちらについては、

現在、米山町域で米山総合支所周辺への公共施設の集約事業が進んでお

り、併せて、教育委員会で学校再編の計画も行っております。各地域拠

点で学校や公共施設をどのように集約し、機能を維持していくのかとい

う議論につきましては各個別の計画も含めた中で慎重に検討していきた

いと思います。また本計画と同じように地域の皆様のご意見も広く伺っ

た中で、コミュニティの在り方を市民の皆様と一緒に考えていかなけれ

ばならないと捉えております。 

 

その他質問はありませんか。 

質問等が無いようですので案について、変更なしでいきたいと思いま

す。 

本日の議事は以上となります。ここからは事務局に進行をお願いしま

す。 

 

ありがとうございました。 

以上で本日予定しておりました議事はすべてご審議いただきました。 

その他、委員の皆様から連絡事項等がありましたらお願いしたいと思

いますが、特に無いようですので、閉会にあたりまして、杉山副会長よ

り、一言ご挨拶をお願いいたします。 

 

 【副会長の挨拶】 

 

ありがとうございました。 

以上をもちまして、「令和５年度第２回登米市立地適正化計画推進協議

会」を閉会いたします。 

 

【 閉 会 】 

 

 


